
ダム運用および情報伝達の
改善について

電源開発株式会社

平成２４年６月
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暫定目安水位による容量

容量（千m
3
）

48,000
満水位（35.0m）

目安水位（29.0m）

11,000

満水位（30.0m）

合計

暫定目安水位①（27.5m）

暫定目安水位②（26.0m）

70,000

合計 28,000

容量（千m
3
）

目安水位による容量

暫定目安水位による容量

目安水位による容量

池原ダム

風屋ダム

24,000

目安水位（24.0m）

4,000
暫定目安水位（23.0m）

11,000

当社は熊野川の利水者として、池原・風屋ダムにおいて自主的に目安水
位を設け空き容量を確保することにより、洪水を軽減するための措置を
平成９年より講じてきました。

当社は、平成２３年台風１２号により熊野川流域において甚大な被害が
発生したことを重く受けとめ、また、熊野川の河川整備の現状を鑑み、社
会的責任の見地から、従来の目安水位の低下を図り、更なる洪水被害
の軽減に努めます。

当社は、「ダム操作に関する技術検討会」を設置し、学識者および河川
管理者のご意見・ご指導を仰ぎながら上記の検討を進めて参りましたが、
今般、ダム運用の改善策がまとまりました。

本年出水期より暫定運用を開始しました。今後、暫定運用の効果・課題
等を踏まえて実施内容の検証を進めて参ります。

ダム運用の改善について

台風による大規模出水が想定される場合において、池原ダムおよび風屋ダムの貯
水位を事前に低下させ、空き容量の確保に努めます。

※暫定目安水位：従来の目安水位よりも更に低下させた水位

ダムの空き容量

改善策の実施内容

※概念図であり、縮尺や縦横比は異なる。

満水位

目安水位

最低水位

暫定目安水位②

暫定目安水位①

死水容量

堆砂容量

有効貯水容量洪水吐
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池原ダム 風屋ダム

最大流入量に対する 約５～５０％ 約５～３０％

低減効果（Ａ＋Ｂ） 〔約２０％〕 〔約５％〕

従来の運用に対する 約０～２５％ 約０～１５％

低減効果（Ｂ） 〔約１０％〕 〔０％〕
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改善策の実施内容

ダム水位低下開始基準

時間

洪水量

流
入

量
/
放

流
量

低減効果

洪水量

流
入

量
/
放

流
量

低減効果

放流量（従来）

放流量（改善策）

放流量低減効果のイメージ（池原ダム）

流入量

Ａ
Ｂ

期待されるダムからの最大放流量の低減効果

確保した空き容量を有効に活用し、洪水時のダム放流量の低減を図ります。

ダム水位の低下は、台風情報（中心位置、予測進路）や長期（８４時間）降雨予測に
基づき判断し、概ね出水の２～３日前から開始します。

 したがって、ダム水位低下のための放流は晴天時から開始する場合もあり、下流の
観光事業・漁業・親水活動等に影響を及ぼす可能性があります。

なお、池原ダムは予想される出水規模に応じて２段階でダム水位を低下します。

ダム水位の低下

ダム放流量の低減効果

※台風情報は3時間毎、降雨予測は6時間毎に

気象庁より配信される最新情報を適用する。

下表の台風情報および降雨予測の条件に共に該当したときをダム水位低下
開始基準とする。

長期降雨

予測値

（８４時間）

水位低下開始基準①

（２ダム共通）

200mm以上

各ダムから300km以内

に接近
予測進路

北緯15度以北かつ

東経120 ～ 145度
中心位置

降雨予測

台風情報

水位低下開始基準②

（池原ダムに適用）

同左

500mm以上

基準
気象庁

発表の情報

池原ダム・風屋ダムから半径300km

北緯15度以北かつ東経120～145度

水位低下開始基準 台風情報例

台風情報例

台風中心位置

台風予測進路

台風予報円

台風経路

台風情報 凡例

※ダムへの流入規模等により低減効果は異なります。

※〔 〕内の数字は平成２３年台風１２号の低減効果
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情報伝達の改善

新宮川水系の概要

風屋ダム

二津野ダム

坂本ダム

小森ダム

七色ダム

池原ダム

■流域面積

相賀（治水・利水基準点）
流域面積 2,251km2

出典：新宮川水系河川整備基本方針

※（）内は猿谷ダム、坂本ダムの流域を
含まない流域面積（分水を考慮）。

項目 諸元 備考

流路延長 183km 全国14位/109水系

流域面積 2,360km2 全国26位/109水系

流域市町村 5市3町6村

和歌山県 ：新宮市、田辺市、那智勝浦町、北山村
三重県　  ：熊野市、尾鷲市、紀宝町、御浜町
奈良県　  ：五條市、十津川村、野迫川村、天川村、
　　　　　　  上北山村、下北山村

流域内人口 約5万人

支川数 210支川

成川

二津野ダム上流域 1,016 (801) km2

小森ダム上流域 641 (564) km2

ダム下流域 703 km2

合計 2,360 (2,068) km
2

・ 新宮川水系各ダム情報（フリーダイヤル）の回線増強（9月末迄に4⇒8回線）

・ サイレン吹鳴の改善（所定の放流量時におけるサイレン吹鳴）

・ ダム放流通知通報の改善（所定の放流量時における連絡及びメール配信
等による通知箇所の拡充）

・ 放送アナウンスの改善（防災無線の活用）

・ 緊急時の警報設備の活用（緊急時における防災としてサイレン等の活用）

・ 情報伝達ルートの二重化（配備の無線機の使用ﾙｰﾙ並びに衛星携帯活用）

・ 広報活動の強化（ダム放流に係るﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄの広報誌を利用しての配布等）

・ インターネットによるダム情報の提供（「川の防災情報」へのアップ） 等

必要に応じて関係自治体並びに河川管理者と個別に協議して具体化を図ります。

「ダム操作に関する技術検討会」では、情報伝達の改善についても検討
を進めて参りました。
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平成24年 6月 台風４号 池原ダムの操作

新宮川水系の概要

 １時間当たり平均の 最大流入量 ２，０６８㎥/s
最大流入時放流量 ３２５㎥/s

単純低減量 １，７４２㎥/s （低減効果 ８４％）

洪水被害軽減対策①
運用開始 ６月17日 ４：００
運用終了 ６月20日 １３：００

洪水被害軽減対策の運用概要は、以下のとおり。
• 運用開始時点においてダム水位が暫定目安水位よりも大幅にひくかったこ

とから事前の水位低下は未実施
• 空容量を有効に活用し、ゲート放流は実施せず、発電放流のみでダムから

の放流量を抑制
• ６月19日 18時時点の日足観測所の水位が「避難判断水位」に近づきつつ

あったことから、その時点における降雨予測と空容量の関係から更なるダム
への貯留の可否を判断し、放流量を低減
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洪水量　１，５００㎥/ｓ

▽目安水位　２９．０ｍ

最大流入量　２，１８６㎥／s
（６/１９　１８：３０）

▽暫定目安水位①　２７．５ｍ

▽暫定目安水位②　２６．０ｍ

ダム水位

洪水被害軽減対策①
運用開始　６／１７　　４：００
運用終了　６／２０　１３：００

▽常時満水位　３５．０ｍ（ＥＬ318.0ｍ）

最大放流量　３２９㎥／s
（６／１９　１３：３０）

最大流入時放流量　３２３㎥／s
（６／１９　１８：３０）
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平成24年 6月 台風４号 風屋ダムの操作

新宮川水系の概要

 １時間当たり平均の 最大流入量 １，３７８㎥/s
最大流入時放流量 ５６９㎥/s

単純低減量 ８０９㎥/s （低減効果 ５９％）

洪水被害軽減対策
運用開始 ６月17日 ４：００
運用終了 ６月20日 １３：００

洪水被害軽減対策の運用概要は、以下のとおり。
• 運用開始時点においてダム水位が暫定目安水位よりも大幅にひくかったこ

とから事前の水位低下は未実施
• 空容量を有効に活用し、自然越流方式（フリーフロー）により放流量を低減
• ６月19日 18時時点の日足観測所の水位が「避難判断水位」に近づきつつ

あったことから、その時点における降雨予測と空容量の関係から更なるダム
への貯留の可否を判断し、放流量を抑制
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▽予備放流水位　２６．０ｍ

▽暫定目安水位　２３．０ｍ

▽常時満水位　３０．０ｍ（ＥＬ295.0ｍ）

▽目安水位　２４．０ｍ

最大放流量　６９８㎥／s
（６/１９　２３:３０）

ゲート放流開始
（６/１９　１３:００）

ダム水位

最大流入量　１，５９７㎥／s
（６/１９　１９:４０）

最大流入時放流量　５６８㎥／s
（６/１９　１９:４０）

洪水被害軽減対策
運用開始　６／１７　　４：００
運用終了　６／２０　１３：００
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参考資料―近畿地方整備局       

 

台風 4号における相賀地点の水位低減効果の試算（速報値） 

         （台風４号における相賀地点の実績水位と、仮に風屋・池原ダムの 

貯留が無かった場合の想定水位との差を試算） 

 

        平成２４年６月１９日台風４号に伴う熊野川の洪水にお

ける、電源開発(株)池原ダム、風屋ダムの操作による熊野

川の水位低下について、近畿地方整備局で試算を行ったと

ころ、今回の洪水前の両ダムの貯水位が低かったこともあ

り、熊野川の基準点相賀(おうが)地点において、流量で毎

秒約 2,000m3、水位で約 1.4ｍの低減効果があったと推定さ

れました。 
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参考資料－近畿地方整備局 

新宮川水系池原ダム、風屋ダムの操作規程が変更 

         

 

電源開発（株）池原ダム及び風屋ダムの、今出水期から実施する、

台風による大規模な洪水が予想される場合にこれまでよりダムの

貯水位を低下させて空き容量を確保し、洪水時のダム放流量の低減

を図る暫定運用の内容を、操作規程に明文化するため、６月１５日

付で操作規程の変更承認を行っています。 

 

なお、今回の暫定運用は今出水期からただちに実施できる内容を

とりまとめたものであり、今後暫定運用の結果について検証委し、

さらなる改善について引き続き検討を行っていくものであること

から、運用の内容については「暫定運用実施要領」を定め、操作規

程においては、関連する条文において同実施要領によるものである

ことを明記するよう変更を行っています。 
 

 

 

■ 操作規程関連条文の主な変更箇所 

 

（１）予備警戒時における措置(池原ダム第 20 条、風屋ダム第 21 条)  

第 3 項として以下を追加 

   「台風による大規模出水が想定される場合には、別に定める暫定運用

実施要領により、貯水位を低下させ、空き容量を確保すること。」 

 

（２）洪水警戒時における措置（池原ダム第 21 条、風屋ダム第 22 条） 

  第 3 号として以下を追加 

   「前条第 3項による操作を実施すること。」 

 

（３）洪水時における措置（池原ダム第 22 条、風屋ダム第 23 条） 

  第 2 号として以下を追加（条番号は池原ダムの場合） 

   「第 20 条第 3 項及び第 21 条第 3 項の規程に基づく操作により空き容

量が確保されている場合においては、ダム下流域の洪水被害の軽減を

図るため、別に定める暫定運用実施要領により、貯水池から放流し、

及び貯水池に流水を貯留すること。」 
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■ 暫定運用実施要領の内容 

（１）貯水池低下実施基準として、以下の台風情報と降雨予測の全てに該当す

る場合に、貯水位の低下を実施することを記載  

 

 

 

水位低下基準① 

（２ダム共通） 

水位低下基準②

（池原ダム） 

中心位置 

 

北緯 15 度以北かつ 

東経 120～145 度 

 

台風情報 

予測進路 ダムから300km以内

に接近 

 

同左 

降雨予測 

 

84 時間降雨予測値 200mm 以上 500mm 以上 

   

 

（２）暫定目安水位（今回の運用において、貯水位の低下を実施する場合の目標の

貯水位）として、以下の内容を記載 

 池原ダム 風屋ダム 

貯水位低下基準① 

に該当する場合 

標高 310.5m    

（水位計表示 27.5m）

標高 288.0m 

（水位計表示 23.0m）

貯水位低下基準② 

に該当する場合 

標高 309.0m  

（水位計表示 26.0m）

 

           

（３）ダム放流量の低減として、上記により空き容量が確保されている場合には、

空き容量を活用して、ダムからの放流量の低減を図るため、以下の操作を

行うことを記載 

 

池原ダム 風屋ダム 

洪水時の遅らせ時間 

を３時間として操作 

流入量が最大に達した後は、流入量

が放流量と等しくなるまで最大に達

した時の放流量で操作 
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1

猿谷ダムの洪水時操作、
情報伝達の改善、台風4号対応結果

平成24年7月2日

近畿地方整備局

紀の川ダム統合管理事務所

2

猿谷ダム：国土交通省
管理開始：昭和33年4月

《目的》

●不特定用水

かんがい用水補給：最大16.7m3/s

●発電用水

西吉野第一発電所
最大使用水量：16.7m3/s
最大出力：33,000kW

西吉野第二発電所
最大使用水量：20.0m3/s
最大出力：13,100kW

《所在地》
左岸：奈良県五條市大塔町辻堂大和田
右岸：奈良県五條市大塔町猿谷蛇の窪
《諸元》
ダム形式：重力式コンクリート
ダムの高さ：74m
ダムの長さ：170m
湛水面積：1.0km2

総貯水容量：23,300千m3

猿谷ダムの概要
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3

猿谷ダムの構造

▽ 常時満水位 436m

▽ 最低水位標高412m

総貯水容量
23,300,000m3

有効貯水容量
17,300,000m3

426m  

標高406.5m  

コンジットゲート

コンジットゲート

クレストゲート

クレストゲート

コンジットゲートの放流能力は、
最大で毎秒15立方メートルです。

貯水位が標高426m以上あると
きクレストゲートからの放流が
可能となります。

432m  （4m） （10m）

4

0

500

1000

1500

2000

2500

-72 -60 -48 -36 -24 -12 0 12 24 36 48

時間（h）

流
入

量
（
m

3
/
s）

S34年 （伊勢湾台風）

H2年 （台風19号）

H23年 （台風12号）

S36年 （第2室戸台風）

H16年 （台風23号）

約４日間にわたる猿谷ダムへの流入

H23台風12号

過去の台風

・過去の洪水：短時間の洪水
・今回の洪水：長時間の洪水

※総流入量は過去最大
※1000m3/s以上の二山流入は今回が初めて

伊勢湾台風の約３倍の流入量

過去の洪水の比較

S34年（伊勢湾台風）
H2年（台風19号）
H23（台風12号）
S36年（第２室戸台風）
H16年（台風23）

総流入量
（百万m3)

最大流入量
（m3/s）

S34年9月26日（伊勢湾台風） 69 2048
H2年9月19日（台風19号） 77 1688
H23年9月4日（台風12号） 202 1371
S36年9月16日（第２室戸台風） 57 1314
H16年10月21日（台風23号） 36 1286
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5

昭和32年から平成23年までの洪水発生状況

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1
0
0
m

3
/
s以

上
の

洪
水

発
生

回
数

流入量100以上300㎥/s未満の発生頻度
流入量300以上600㎥/s未満の発生頻度
流入量600以上1000㎥/s未満の発生頻度

流入量1000以上1200㎥/s未満の発生頻度
流入量1200㎥/s以上の発生頻度

・昭和32年の猿谷ダム完成後、流入量が洪水量1,000m3/s※を超える洪水は、
11洪水あり、いずれも出水期（6/15～10/31）に発生しています。
・その中でも、主要な洪水（1,200m3/s以上）は、すべて、9月上旬から10月中
旬に発生しています。

過去の洪水の比較

昭和32年以降の洪水の発生状況

猿谷ダムにおける洪水の発生状況

300m3/s以上の出水

600m3/s以上の出水

1,000m3/s以上の出水

1,200m3/s以上の出水

平成23年
台風12号

6

～H23

H24～

約400万m3

標高436m（常時満水位）

標高436m（常時満水位）

標高432m（予備放流水位）

約900万m3

洪水前の貯水位低下

①目的

洪水時の放流量を低減するため、
空き容量を確保します。

②対象期間

9/1～10/31

③方法及び効果

1,000m3/sを超える洪水が予想さ
れる場合は、事前に標高426mを目
標に貯水位を下げて運用します。

これによって、貯水位を10m、ダム
の容量を約900万m3確保します。 標高426m

（試行運用水位）

H24年度の新たな取り組み①
猿谷ダム試行運用操作

4m

10m

- 12 -



7

１．猿谷ダム試行運用（案）

試行運用操作の実施基準

台風経路図

40°

30°

20°

140°130°

（凡例）
　：5817台風　　：5915台風　　：6118台風
　：6524台風　　：7129台風　　：8210台風
　：9019台風　　：9426台風　　：0423台風
　：0918台風　　：1112台風

128°
138°

24°

● ： 流 入 量 が 洪 水 量
1,000m3/s に達する24時
間前の台風の中心位置

流入量が洪水量1,000m3/s以上の既往洪水での台風経路

S33.8洪水(台風17号)

S40.9洪水(台風24号)

H2.9洪水(台風19号)

H21.10洪水(台風18号)

S34.9洪水(伊勢湾台風)

S46.9洪水(台風29号)

H6.9洪水(台風26号)

H23.9洪水(台風12号)

S36.9洪水(台風18号)

S57.8洪水(台風10号)

H16.10洪水(台風23号)

H24年度の新たな取り組み①
猿谷ダム試行運用操作

気象庁MSM数値予報モデルの予
測雨量※と実績雨量による一連の
雨量の9時間累積雨量が130mmを
超え、かつ、台風の中心が、東経
128度から138度の間で北緯24度以
北に達し、さらに猿谷ダムに接近が
予想されるときには、標高426mま
での空き容量を確保出来るよう、事
前放流の実施などの対応を行いま
す。

※気象庁の33時間先までの1時間毎、約5km
メッシュの予測雨量。 初期値は6時間ごと。

8

放流量低減操作の方法

１．猿谷ダム試行運用（案）

試行運用での操作

426.0m

洪水量 1,000m3/s

水位上昇

放流量

流入量

洪水ピークに達した後は、一定量放流を基本とする

・洪水時にはクレストゲート
全開による自由越流（フリー
フロー）により放流量の低減
を行います。

・全開放流後、流入量がピー
クに達した後は、残容量を確
認の上、ピーク流入量時点
の放流量による一定量放流
を行います。

H24年度の新たな取り組み①
猿谷ダム試行運用操作

貯水位

- 13 -



9

放流量低減効果

２．試行運用（案）による効果

・試行運用による主要な洪水での効果は、平成23年9月洪水（台風12号）では
実績放流量と比較し、一山目で約140m3/s、二山目で約70m3/s、放流量が低
減されると想定されます。また、平成2年9月洪水（台風19号）では、約290m3/s
の放流量の低減が想定されます。

試行運用での効果

2,048

1,314

1,636
1,935

1,252

1,589

1,791

1,267 1,298

1,234

1,360 1,371

1,3501,322

978

1,2781,185
988

0
200

400
600
800

1,000
1,200

1,400
1,600
1,800

2,000
2,200

S34.09
伊勢湾台風

S36.09
台風18号

H02.09
台風19号

H16.10
台風23号

H23.09
台風12号
一山目

H23.09
台風12号
二山目

流
量

(m
3 /

s)

実績ピーク流入量 実績ピーク放流量 試行運用ピーク放流量

低減量：144㎥/s

低減量：291㎥/s 低減量：137㎥/s

低減量：72㎥/s

H24年度の新たな取り組み①
猿谷ダム試行運用操作

9

10

（猿谷ダムクレストゲート放流時にケーブルテレビを利用した情報発信）

自治体放送（１１ＣＨ）の画面に、猿谷ダムに関する文字情報を追加します。

猿谷ダムの情報提供時間は、クレストゲート放流時からクレストゲート放流終了ま
でを予定しています。

ケーブルテレビを利用した情報発信

テロップ文（スクロール画面）

クレストゲート放流時からクレストゲート放流終了まで

現在、猿谷ダムは、貯水位●●●m、流入量●●m3/s、放流量●●m3/s、流域平均
雨量●●㎜、流域累加雨量●●㎜です。

青い帯の部分に文字情報を放送します

H24年度の新たな取り組み②
ケーブルテレビを利用した情報発信

猿
谷
ダ
ム
情
報

現在、猿谷ダムは、貯水位●●●ｍ・・・

※平成24年7月６日から放送開始予定です。

- 14 -



11

放流量増加中

放流量減少中

３００ｍ3/s放流中

停電時における情報発信（電光掲示板）

放流量増加中

３００ｍ3/s放流中

（猿谷ダムクレストゲート放流時に電光掲示板を利用した情報発信）

猿谷ダムに関する電光掲示板の設置を予定しています。

情報提供時間は、クレストゲート放流時からクレストゲート放流終了
までを予定しています。

表示内容イメージ

上段

下段

回転灯 ●●●ｍ3/s＞ ＞ ●●●ｍ3/s

H24年度の新たな取り組み③
電光掲示板を利用した情報発信

（流量は調整中）

※平成25年3月に設置予定です。

12

停電時における情報発信（電光掲示板）平成２４年 台風４号における猿谷ダムの操作とその効果

猿谷ダムは５月上旬からの小雨傾向により、ダムの貯水率は最低約５０％まで低下し
ていました。 台風4 号に伴い猿谷ダム流域平均累計雨量は１６７mm(速報値)となり、
ダムへの流入は最大約６００ｍ3/s となりました。 これに対して、猿谷ダムでは空き容量
を活用し、ダムからの放流を今回は約３５０ｍ3/s にすることができました。

0

500

1000

1500
流量（m3/s）

全流入量

ゲート放流量

最大流入量603m3/s

ゲート放流量350m3/s

操作開始

19:00 21:0011:00
今回
H24年6月19日
（台風4号）

H23年9月3日
（台風12号）

ダムの貯留量

約21m3/s

ダムからの放流量
約350m3/s

ダムからの放流量
約1350m3/s

ダムの貯留量
約253m3/s

流
入

量
・
放

流
量

（
m

3/
s)

最大流入量
約603m3/s

最大流入量
約1371m3/s

台風４号における

猿谷ダムハイドログラフ

0

10

20

30

40

雨量
（mm）

0

50

100

150

累加雨量
（mm)

流域平均雨量

累加雨量

H23年（台風12号）との比較
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平成２４年６月１５日からインターネット、携帯電話で新宮川水系の電源開発（株）所管ダ
ムに関する雨量・水位・ダム諸量のリアルタイムな情報提供を開始しました。

関西電力所管

電源開発所管

国交省所管
和歌山県

奈良県

三重県

熊野灘

北
山
川

七色ダム

（電源開発）

小森ダム

（電源開発）

池原ダム

（電源開発）

二津野ダム

（電源開発）

風屋ダム

（電源開発）

坂本ダム

（電源開発）

▲ 山上ヶ岳

▲ 日出ヶ岳 （大台ヶ原）

旭ダム

（関西電力）

瀬戸ダム

（関西電力）

九尾ダム

（関西電力） 川迫ダム

（関西電力）

河口

十
津
川

熊
野
川

猿谷ダム

（国土交通省）

熊野灘

北
山
川

七色ダム

（電源開発）

小森ダム

（電源開発）

池原ダム

（電源開発）

二津野ダム

（電源開発）

風屋ダム

（電源開発）

坂本ダム

（電源開発）

▲ 山上ヶ岳

▲ 日出ヶ岳 （大台ヶ原）

旭ダム

（関西電力）

瀬戸ダム

（関西電力）
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（関西電力）
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十
津
川

熊
野
川
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北
山
川

七色ダム

（電源開発）

小森ダム

（電源開発）

池原ダム

（電源開発）

二津野ダム

（電源開発）

風屋ダム

（電源開発）

坂本ダム

（電源開発）

▲ 山上ヶ岳

▲ 日出ヶ岳 （大台ヶ原）

九尾ダム

（関西電力） 川迫ダム

（関西電力）

河口

十
津
川

熊
野
川

熊野灘

北
山
川

七色ダム

（電源開発）

小森ダム

（電源開発）

池原ダム

（電源開発）

二津野ダム

（電源開発）

風屋ダム

（電源開発）

坂本ダム

（電源開発）

▲ 山上ヶ岳

▲ 日出ヶ岳 （大台ヶ原）

九尾ダム

（関西電力） 川迫ダム

（関西電力）

河口

十
津
川

熊
野
川

猿谷ダム

（国土交通省）

国交省、関西電力所管の３ダムに加えて、新たに電源開発所管の６ダムの情報が入手できます。

水位観測所配置図雨量観測所配置図

天川（気）

国交省所管（１３局）

電源開発所管（１１局）

気象庁所管（７局）

国交省所管（５局）

電源開発所管（２局）
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国土交通省 川の防災情報 パソコン版（http://www.river.go.jp/）

■ダム諸量（流域平均雨量、貯水位、全流入量、全放流量）の表示例

画面イメージ

■雨量観測所（１１局）の表示例

画面イメージ
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■水位観測所（２局）の表示例

画面イメージ

また、携帯電話でも新宮川水系の電源開発（株）所管の雨量・水位・ダム情報を
入手することができます。

国土交通省 川の防災情報 携帯版（http://i.river.go.jp/）

画面イメージ

坂本ダム（電 (国河
川）
新宮川水系 熊野川
6/29 02:30現在

更新
TM流域平均雨量

時間雨量：0.0mm
累加雨量：0.0mm

全流入量
21.00 m3/s

全放流量
21.00 m3/s

貯水位
387.8 ｍ

■ダム諸量 ■テレメータ雨量

前鬼(電発） (国河
川）
前鬼川
6/29 02:30現在

更新
10分：0mm
時間：0.0mm
累加：0.0mm

■1時間雨量
単位：mm
10分/累加

02:30 1.0 /-
02:20 1.0 /-
02:10 1.0 /-
02:00 1.0 /-
01:50 1.0 /-
01:40 1.0 /-
01:30 1.0 /-

■12時間雨量
02時
03時

■テレメータ水位

相賀 (国河川）
熊野川
6/29 02:30現在

更新
現在水位：0.15m

水防団待機水位：0.0mm
はん濫注意水位：0.0mm
避難判断水位 ：
はん濫危険水位：0.0mm

■1時間履歴
水位m 増減

02:30 0.15
02:20 0.15
02:10 0.15
02:00 0.15
01:50 0.15
01:40 0.16
01:30 0.16

■12時間履歴
02時
03時
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